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湘南医療大学における公的研究費の不正使用及び 
研究活動における不正行為の防止等に関する規則 

平成 27 年 11 月 18 日 
 
（目的） 
第１条 この規則は、湘南医療大学（以下「本学」という。）における公的研究費の不正使

用及び研究活動における不正行為の防止について、責任体制を明確化するとともに必要な

事項を定めることにより、公的研究費の不正使用及び研究活動の不正行為の防止を図るこ

とを目的とする。 
 
（定義） 
第２条 この規則において、次のとおり用語の定義を定める。 
１ 「公的研究費」とは、研究活動を遂行する目的で公的資金を財源として国、地方公共団

体、独立行政法人及び特殊法人等の公的機関から交付等された経費で、本学の責任におい

て管理すべき経費をいう。 
２ 「公的研究費の不正使用」とは、公的研究費を本来の用途以外の用途に使用すること、

虚偽の請求により公的研究費を使用すること、その他法令等に違反して公的研究費を使用

することをいう。 
３ 「研究活動における不正行為」とは、研究者倫理に背馳し、研究活動及び研究成果の発

表において、その本質ないし本来の趣旨を歪め、科学コミュニティの正常な科学的コミュ

ニケーションを妨げる行為をいう。 
４ 「研究者」とは、公的研究費・競争的資金や本学等の予算配分又は措置により行われる

全ての研究活動を行う者をいう。 
５ 「構成員」とは、本学に所属する非常勤を含む、研究者、事務職員、その他関連する者

をいう。 
６ 「競争的資金等」とは、国・地方公共団体及び独立行政法人等から配分される競争的資

金を中心とした公募型の研究資金をいう。 
 
（組織） 
第３条 公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止を図るため、最高管理

責任者、統括管理責任者、コンプライアンス推進責任者及び研究倫理教育責任者を置く。 
 
（最高管理責任者） 
第４条 公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止について、最終責任を

負う者として最高管理責任者を置き、学長をもって充てる。 
２ 最高管理責任者は、統括管理責任者、コンプライアンス推進責任者及び研究倫理教育責
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任者が責任を持って公的研究費等の不正使用及び研究活動における不正行為の防止を行う

ため、必要な措置を講じなければならない。 
３ 最高管理責任者は、公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止対策を

行うため、湘南医療大学における公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の

防止に関する基本方針（以下「基本方針」という。）を策定し、周知しなければならない。 
 
（統括管理責任者） 
第５条 最高管理責任者を補佐し、公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の

防止について、本学を統括する実質的な責任と権限を持つ者として統括管理責任者を置き、

最高管理責任者が指名する副学長をもって充てる。  
２ 統括管理責任者は、公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止対策を

行うため、本学を統括する責任者として、第４条第３項で定める基本方針に基づき、湘南

医療大学における研究不正防止計画（以下「研究不正防止計画」という。）を策定、実施し、

コンプライアンス推進責任者及び研究倫理教育責任者に対策の実施を指示するとともに、

当該実施状況を確認し、実施状況を最高管理責任者に報告しなければならない。 
 
（コンプライアンス推進責任者） 
第６条 公的研究費の不正使用の防止について、実質的な責任と権限を持つ者としてコンプ

ライアンス推進責任者を置き、学部長をもって充てる。 
２ コンプライアンス推進責任者は、統括管理責任者の指示の下、次の各号に定める業務を

行わなければならない。 
一 公的研究費の不正使用の防止対策を行い、実施状況を確認するとともに、実施状況を統

括管理責任者に報告すること。 
二 公的研究費の不正使用の防止を図るため、競争的資金等の運営・管理に関わる全ての構

成員にコンプライアンス教育を実施し、受講状況を管理監督すること。 
三 構成員が公的研究費の不正使用を行っていないか等を学園本部と連携してモニタリン

グし、必要に応じて改善を指導すること。 
 
（研究倫理教育責任者） 
第７条 研究活動における不正行為の防止について、実質的な責任と権限を持つ者として研

究倫理教育責任者を置き、学部長をもって充てる。 
２ 研究倫理教育責任者は、統括管理責任者の指示の下、次の各号に定める業務を行わなけ

ればならない。 
一 研究者を対象に定期的に研究倫理教育を実施すること。 
二 学生の研究者倫理に関する規範意識を徹底していくため、学生に対する研究倫理教育の

実施を推進すること。 
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（構成員の責務） 
第８条 競争的資金等の研究者、運営・管理に関わる全ての構成員は、最高管理責任者が定

める湘南医療大学における研究倫理規程を遵守しなければならない。 
２ 前項の構成員は、研究倫理規定の遵守を約するため、公的研究資金等の使用にあたって

の誓約書（別紙様式）を最高管理責任者に提出するものとする。 
 
（研究不正防止推進委員会） 
第９条 第１条による公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止を図る

ため最高管理責任者のもとに研究不正防止推進委員会を置く。 
２ 研究不正防止推進委員会は、次の各号に掲げる業務を行う。 
一 基本方針、行動規範に関すること。 
二 研究不正防止計画の策定、推進に関すること。 
三 公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止に係る実態の把握・検

証に関すること。 
四 公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の発生要因に対する改善策を

講ずること。 
五 コンプライアンス教育に関すること。 
六 研究倫理教育に関すること。 

３ 研究不正防止推進委員会は、次の者をもって組織する。 
一 統括管理責任者  
二 コンプライアンス推進責任者  
三 研究倫理教育責任者  
四 学科長 
五 研究倫理委員会規程第 3 条２号３号４号委員  
六 学園本部事務局長  
七 学園本部次長 
八 最高管理責任者が指名する者 若干名 

４ 研究不正防止推進委員会に委員長を置き、統括管理責任者をもって充てる。 
５ 研究不正防止推進委員会に関する事務は、事務部において処理する。 
（任期） 
第１０条 前条第３項第八号に掲げる委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委

員に欠員を生じた場合に補充された委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 
（相談窓口） 
第１１条 公的研究費にかかる事務処理手続き及び使用に関する相談を受付けるため、事務

部に相談窓口を設置する。 
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（告発窓口） 
第１２条 公的研究費の不正使用又は研究活動における不正行為等に関する学内外からの

通報窓口は、事務部とする。 
 
（調査委員会） 
第１３条 公的研究費の不正使用又は研究活動における不正行為等を調査するための調査

委員会については、湘南医療大学研究倫理委員会規則第 11 条に定める調査部会が

行う。 
 
（内部監査） 
第１４条 公的研究費の適正な管理等に関する監査（以下「内部監査」という。）は、学園

本部が実施するものとする。 
２ 前項の規定は、監事及び外部機関による監査を妨げるものではない。 

 
（内部監査の実施） 
第１５条 内部監査は、 学校法人湘南ふれあい学園内部監査規程を準用して、実施するも

のとする。 
２ 前項に定めるもののほか、内部監査の実施に関しては、次の各号に掲げる事項に

留意して実施するものとする。 
一 会計書類の形式的要件等の財務情報に対する監査のほか、本学全体の視点から公的

研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止などの体制整備について検証

し、必要に応じて改善を促すこと。 
二 研究不正防止推進委員会及び研究倫理委員会調査部会と連携し、研究活動上の不正

発生要因を把握し、それに応じた効果的かつ実効性のある監査を行うこと。 
三 監事及び会計監査人との連携を強化した監査を行うこと。 

 
（雑則） 
第１６条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は最高管理責任者が別に定める。 
 
 
附 則 
１ この規程は、平成２７年 11 月 18 日から施行する 
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別紙様式 
平成  年  月  日 

公的研究資金等の使用にあたっての誓約書 

 
最高管理責任者 

湘南医療大学長 殿 

 
（ 自 署） 

私          は、全ての競争的資金等の「取扱要領」及び

「交付条件」の内容を理解し、研究費を使用、執行するにあたり、

関連規程、研究機関における公的研究費の管理・監査に係る諸規程、

研究活動における不正行為への対応等は湘南医療大学研究倫理規程

を遵守いたします。また、公正かつ効率的な使用、管理を行い、運

営、管理に携わる者として、不正使用を行わないこととし、万が一、

不正を行った場合は、処分及び法的な責任を負うことを約束いたし

ます。 

〔作成上の注意〕 
１．本様式は、毎会計年度、研究者、運営・管理に関わる全ての構成員が自ら作成し、研

究に関する事務を所掌する課が保管する。 
２．関連規程とは、「湘南医療大学研究倫理規程」、「湘南医療大学における研究不正防止計

画」、「湘南医療大学における公的研究費の不正使用及び研究活動における不正行為の防止

等に関する規則」等をいう。 


